
労働安全衛生法で定める健康診断実施後の措置の流れ

診断区分の判定

異常なし 医療上の措置不要 要観察 要医療
医師または保健師による

保健指導（安衛法第66条の7）

健康診断の実施（安衛法第66条）

健康診断結果の記録と保存
（安衛法第66条の3）

健康診断結果について医師から意見聴取
（安衛法第66条の4）

健康診断結果の労働者への通知
（安衛法第66条の6）

就業区分その内容に関する意見

通常勤務 就業制限 要休業

作業環境管理・作業管理に関する意見

労働者からの意見聴取

就業上の措置の決定

作業環境測定の実施
設備の改善
作業方法の改善等の検討

措置の実施
（安衛法第66条の5）

健診実施機関：健康診断個人票の
医師の診断欄に記入

産業医 ： 健康診断個人票の
意見欄に記入

二次健康診断の受診勧奨
（労災保険給付）

異常あり（有所見）

安全衛生委員会等での審議・検討

就業上の措置の決定に当たっては
医師等産業保健スタッフ、人事労務
管理部門との連携が必要です。
また、プライバシーにも配慮が必要
です。

働く人の「こころ」と「からだ」の健康を無料でサポート！
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